
図書館と県民のつどい埼玉
～書店・出版社と連携した読書振興イベント～

基本データ
（数値は令和５年現在）

テーマ

「図書館と県民のつどい埼玉」は、読書振興等を目的とした県内最大級の図書館イベントであ
る。図書館やボランティア等が連携して作り上げるイベントであるが、連携の輪を書店・出版社
など本の送り手とも拡げようと努めている。

取 組 概 要

取 組 詳 細

住所
埼玉県熊谷市箱田5-6-1  

人口
（図書館が所在する県）

733万人
職員数（うち有資格者数）

95人（76人）
蔵書数

約160万冊
※職員・蔵書数は県立図書館

（熊谷・久喜）全体

埼玉県立熊谷図書館（埼玉県熊谷市） URL：https://www.lib.pref.saitama.jp/

取組の成果と今後

・2023年の来場者数は延べ
3,122人。書籍販売・サイン
会は、計159冊の書籍を販

売し、好評だった。書店から
「今後も協力したい」との話
があった。サイン会をお願
いした作家さんと出版社に
も読者と触れ合う機会を喜
んでいただけた。

・来場者の声「サイン会は貴
重でした。本が売れる良い
機会でもあるので出版業界、
図書館界のためにも今後も
行っていただけたら良いと
思います。」

・左記のような取組は以前
からも行っていたが、今回
から要項に明記するなど、
意識的に書店等との連携を
実施した。

・今後も、書店にもメリットの
ある形でイベントに協力して
いただき、県内の読書振興
につなげたい。

図書館と書店等が連携して行う特色ある読書活動・行事

「図書館と県民のつどい埼玉」について
■ 2007年に始まり2023年までに17回開催

■主催は、埼玉県図書館協会・埼玉県教育委員会・埼玉県学校図書館協議会等
■県内の公共図書館・学校図書館・大学図書館・ボランティア等の協働により実施

2023年度開催のようす（書店等との連携部分をピックアップ）

2023年度から開催要項に「書店・出版社・新聞社など文字・活字文化を支える団体と図書館の連携を
図る」ことを追記。書店等との連携について模索を始めた。

書店・出版社と連携した
書籍販売・サイン会

埼玉県書店商業組合との連携

サイン会に並ぶ来場者

丸善桶川店・文藝春秋と連携し、
記念講演講師の中島京子さん
のサイン会兼著作販売を会場で
実施した。その他「中学生のビブ
リオバトル」で紹介した本の販売
も行った。

県内100店舗以上の書店が加盟する団体
に後援いただき、イベントの広報物掲示等
の協力をいただいた。

その他、YA出版会・ポプラ社等の展示を
行った他、書店とも連携した取組である
「埼玉県推奨図書」展示を実施した。

記念講演の様子
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